
演 題  持続性のある定期メインテナンスがインプラントの長期安定性を導いた症例分析について 

－330 人のメインテナンス統計処理－ 

 

発表者  江崎 友大 

 

所属  一般社団法人東京形成歯科研究会 

 

抄 録 

Ⅰ目的： 現在インプラント治療(インプラント埋入手術)が盛んに行われているが，インプラント埋入の技術の熟練

は非常に重要であることは言うまでもない． 加えて，インプラント治療後(インプラント上部構造完成後)，長期にわ

たってインプラント周囲組織を安定させ咬合機能を維持させることも重要な要素である．今回インプラント治療患者

で来院初期の十分な動機づけ，プライマリーケアーを受け上部構造装着後以降の規則的かつ持続的なメインテナンス

を受けることがインプラント治療予後の長期安定性と高いインプラント生存率に好影響を及ぼすことが改めて把握で

きたので統計分析を報告する． 

Ⅱ材料および方法（又は症例の概要）：当医療機関で 1997 年から 2012 年までの来院初期の十分な動機づけ,プライマ

リーケアーを受けた患者で,インプラント上部構造装着後から 3 年以上経過した総人数,メインテナンス受診患者数,

および定期的メインテナンス受診者のインプラント生存率の調査を行った. 当医療機関は患者の初診時,診療室に入

る前にインプラント治療も含めた一般的な歯の治療の流れと治療後のメインテナンスの重要性を十分に理解させるた

め,それを動画にして説明する 15 分のビデオを閲覧させている.また初期治療の前に,唾液検査を行うことによって,

虫歯細菌の量、唾液の量,唾液緩衝能など評価と歯周病リスク評価ツールを用いて口腔内状況の説明と管理を行ってい

る. 

Ⅲ結果（又は経過）：1997 年から 2012 年までインプラント治療を施した患者の総数は 330 人で，その中で定期的（３

～６ヶ月毎）にメインテナンスを受ける人数は 216 人で，メインテナンス率は 65％あった．また定期的にメインテナ

ンス受ける患者でインプラント上部構造装着後 3 年以上経過のインプラント生存率は 98%であった． 

Ⅳ考察および結論：来院初期の十分な動機づけ,プライマリーケアーを受けた患者のメインテナンス率は高く，このシ

ステムが高いインプラント生存率につながっているものとこの結果から推察される．インプラント治療を行う上で，

来院初期の十分な動機づけとプライマリーケアー，メインテナンスに至るまでの治療の流れを確立しておくことが定

説の通り長期のインプラント生存と機能的安定性を維持できるものといえる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


